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 ３月の春休み中に岡山市で開かれた「全日本中学生バドミントン選手権大会」の監督会議で、こんな質

問が出された。「ウェアについて質問します。シャツの裾はパンツに入れなくてはならないのですか？小学

生、高校生もシャツの裾は入れてないのに、中学生だけが入れるのはおかしい。また、指導する方も指導

しにくい。指導できません。」かつて日本一、アジアを制するような選手を育てられた尊敬すべき指導者か

らの突然の質問に私は若干驚いた。そして、その質問に進んで回答しようとする実行委員会のスタッフも

おらず、やはり、私がマイクを持ち、返答することになったのだが…。その回答には今でも少し疑念が残

り、わだかまりを持ったまま数カ月の時間が流れ去っている。 

 私の回答はこんな内容であった。「夏の全国中学校バドミントン大会は、中体連と日バとの共催の大会で

ある。学校教育活動のもとで行われており、普段の教育活動や指導を大事にしている。よって、シャツの

裾を入れて、プレーをするようにと謳っている。しかしながら、今大会は日バの主催大会である。同年代

の選手が参加している全日本ジュニア大会では、そのようなことはなく、今大会もシャツの裾を必ず入れ

て競技しなければならないことはない。」そして、もう一つ付け加えさせていただいた。「今夕、全国都道

府県代表者会議が開かれるので、是非、その会議の席で、皆さま方の屈託のないご意見を聞かせていただ

きたい。」と。夕刻６時過ぎから、全国４７都道府県代表と９ブロックのブロック長が出席した会議が開か

れた。会議の最後に「シャツの裾」の議事が扱われた。大半の意見は、「きちんとシャツの裾をパンツに入

れて、プレーすべきである。なぜならば、だらしなく見える。また、普段の学校生活や体育の時間でも、

体操服の裾を入れさせているのだから。」と。会議の出席していた方々に、「シャツの裾を入れてプレーす

ることに賛同する方は挙手してください。」と問うと、４分の３ほどの方が手をあげた。この賛同の挙手の

多さは、確かに中学校の先生が多かったからかも知れないが。翌日からの試合の様子もこの「シャツの裾」

については大変参考になった。大多数の選手はシャツの裾を入れて、プレーをしている。裾が出てしまう

と、注意されなくても自分で入れるのがほとんどである。中には、最初から最後まで、シャツの裾を出し

たままの選手も確かにいた。ダブルスの片方のパートナーが出し、片方は入れているという面白い光景も

見受けられた。ある有名な監督は私にこんなことを話してくれた。「どっちでもいいんですよ。どっちでも

構わないの。それは、小野先生が決めればいいのよ。」その言葉は、私のリーダーシップのなさを間接的に

批判しているようにも聞こえた。私もどちらでも良いような考えもある。が、自校選手には必ず、シャツ

の裾は入れさせる。普段の学校生活の中でも、体操服は入れるようにと指導する。私自身も身なりには気

遣いをする。大きな大会ではどんな過酷な劣悪な環境下でも、必ず、ワイシャツにネクタイをする。それ

が、日本一を競い合う選手の試合を見させていただく自分のあるべき姿だと思うからである。 

さて、この「シャツの裾」質問以来、私もいろいろと調べ、考えた。バドミントン関係のＤＶＤや雑誌

や商品カタログ等も参考にさせていただいた。結論としては、シャツの裾を入れていない方が格段に多い。

「それが、バドミントンのウェアの正しい着こなし方なのだ。」と断言できればいいのだが、本当にそうな

のか。「バドミントンのウェアとは？」「理想とするバドミントン選手のイメージ像とは？」、考えれば、考

えるほど、自分なりの結論は出ない。野球では、上のシャツはしっかりと下のパンツに入れてベルトをす

る。おそらく、あのベルトがなければ滑稽に見えるし、実際にはパンツがずり落ちてしまうに違いない。

ビーチバレーはウェアの規定はない。が、選手は水着。それも大半の選手はビキニを着用する。そのスポ

ーツごとに確立された選手のイメージや姿がある。しかしながら、バドミントンはどうなのか？テニスか

らの派生のウェアやイメージで良いのだろうか。このバドミントン・スポーツそのものの未熟さを感じる

一面でもあるかも知れない。 

最後にこの話で締めくくりたいと思う。先日、横浜で開催された「世界卓球 2009in 横浜」で、中学３

年生、１４歳の丹羽孝希が大活躍したが、シャツの裾はしっかりとパンツに入れてあった。そのことを卓

球の中学生の指導者へ聞くと、「当たり前。シャツを入れるのが当然。」何の疑問の言葉もなかった。大人

の格好を早くから真似させることが、強くさせる方法ではない。その年齢や世代に合わせた指導が大切で

あり、どの指導者もスポーツを通して、より良い人間づくりをしているはずである。たかがシャツの裾で

はあるが、指導者の隠された本音がみえる事かも知れない。 


